（1） 定義の不明確な用語についての提言
· 呼吸困難　dyspnea：呼吸に対し自覚的な不快感や苦痛を感じること, あるいは客観的に努力性の呼吸が観察されること, のいずれかまたは両者が混在した状態。「呼吸苦」は用いるべきでない。
· 呼吸不全 respiratory failure：呼吸性に動脈血ガス異常が生じ，生体が正常な機能を営めない状態。
＊　上気道　upper respiratory tract，下気道　lower respiratory tract：喉頭を含み, それより上部の気道を「上気道」, 気管を含み, それ以下の気道を「下気道」とする。
· 上気道喘鳴 stridor　下気道喘鳴 wheezing：主に上気道（鼻腔，咽頭，喉頭）から生じる雑音を「上気道喘鳴」stridor，主に気管支以下の気道から生じる雑音を「下気道喘鳴」wheezing とする。
· agenesis 無発生：ある臓器あるいは組織全体の欠損。臓器の瘢痕的部分的残存を伴わない。
· aplasia 無形成：瘢痕的あるいは部分的残存を伴う臓器欠損のこと。
· dysgenesis：確立した定義がなく現時点では使用しないほうが良い。
· dysplasia 異形成：この言葉は「気管支肺胞異形成 bronchopulmonary dysplasia（BPD）」でのみ使用されている。すでに「異形成」という日本語が定着している。
· hypogenesis：この言葉は hypogenetic lung syndrome でのみ使用されている。これは主幹構造の異常があり, しかも肺容量が小さい状態。日本語訳は「低発生」となるべきであるが, 「低発生肺症候群」より「形成不全肺症候群」の方が意味がわかりやすい。
· hypoplasia 低形成：主幹構造はすべてそろい, 形態は正常でマクロ的奇形はないが, 全体に未発達で，容積が小さい状態。質的には問題ないが量的に不足のある発育不全のこと。
· 異型肺炎 atypical pneumonia： 症状所見から比較的典型的な肺炎のように見えるが, 細菌性でなく抗生物質への反応や経過が典型的ではない感染性肺炎。Mycoplasma pneumoniae が同定される以前に使用された病名で, 現在は使用しないことが望ましい。
· 仮性クループpseudocroup ：本来は真性クループ（ジフテリア）に対して, それ以外のクループの総称として使用されたが, ジフテリアがまれな現在では使用すべきでなく, クループ，クループ症候群，痙性クループ, あるいは感染性クループを使用する。
· レプリーゼ　Reprise：百日咳に特徴的な咳嗽で「こんこん」と短く連続する乾性咳嗽
（staccato）と笛性の吸気音（whoop）を反復する状態。英文教科書での記載はほとんど見当たらない。
· 肺臓炎pneumonitis： 以前は「間質性肺炎」の意味で使用されたが, 現在では原則使用しないで, 肺炎 pneumonia とする。
· ラ音 rales：肺の副雑音のこと。本来「ラ音」は不正確なため学術用語としては「副雑音」 adventitious soundsを使用したほうがよい。
①連続（性ラ）音　continuous sounds
高調性連続音　wheezes 中小気道で生ずる副雑音, 笛（様）音
低調性連続音　rhonchi　太い軌道で生ずる副雑音, いびき（様）音
②断続（性ラ）音　discontinuous sounds
水泡音（粗）　coarse crackles　太い気管支以上で生ずる副雑音
捻髪音（細）　fine crackles　細気管支，肺胞で生じる副雑音

（2） 外国語に対する日本語訳についての提言
· aberrant artery 迷入動脈：「異常動脈」と訳されることが多いが, 肺に侵入するという意味から迷入動脈とする。【定義】大動脈などの体循環系から分岐して直接肺に侵入する正常には存在しない動脈。正常に存在する動脈が肺内の血管と交通したものは除外する。
· air bronchogram　気管支含気像, エアーブロンコグラム：原語のまま使用されることが多いが, 日本語では「気管支含気像」とする。
· air trapping 空気とらえこみ, エアートラッピング：原語のまま使用されていることが多いが, 日本語では「空気とらえこみ」とする。
· ARDS(acute respiratory distress syndrome)　急性呼吸窮迫症候群
· asphyxiating thoracic dystrophy 窒息性胸郭異栄養症：【定義】先天的に胸部の発達が極端に悪いため拘束性呼吸困難をきたすもの。
· barking cough 犬吠様咳嗽：「犬吠性」咳嗽は用いない。読みは「けんばい」である。
· bird breeder’s lung　鳥飼育者肺
· BOOP (bronchiolitis obliterans with organizing pneumonia）「器質化肺炎をともなう閉塞性細気管支炎」と訳されるが簡潔で明瞭な訳語は存在しない。論文や発表原稿でこの語を最初に使用する際にフルスペリングを併記すればよい。
· bronchial cast　鋳型気管支栓：mucus plugは粘液栓とする。
· bronchial toilet / lavage　気管支洗浄：toiletとlavage に相違がないので同一訳語とする。
· bronchial tree気管支分岐樹　気管支分岐系：他に適切な訳語がない。気管支分岐系の方がtree の意味からはより適切かも知れない。
· bronchospasm　気管支攣縮：「気省支痙攣」では convulsionと間違えられる可能性がある。「攣縮」を用いる。
· bulla ブラ，bleb ブレブ：現在は原語のまま使用されていることが多く, 無理に訳語をつけるとかえって混乱をまねく可能性がある。【定義】「ブラ」は上皮を持たず, 壁が主として破壊された肺胞で構成されている嚢胞。「ブレブ」は上皮を持たず，壁が胸膜と肺胞で構成され，前者の割合が大半を占める嚢胞。
· clubbed finger (clubbing)　ばち状指：現在「ばち状指」で意味が通じており「太鼓」はつけなくてよい。
· common cold 感冒
· discoid (plate) atelectasis　板状無気肺：【定義】気管支走行に垂直にできる末梢の板状の無気肺のこと。
· empyema 膿胸，蓄膿：貯留する場所によって膿胸，蓄膿と呼ぶ。
· flail chest 動揺胸郭：【定義】肋骨骨折の際, 呼吸時にかかる胸腔陰圧・陽圧が骨折部分の胸郭の膨隆・陥没を生じ肺内への空気の出入りが阻害される状況。
· hemosiderosis ヘモジデローシス：原語のまま使用する。現在「血鉄症」はあまり使われない。
· honeycomb lung 蜂窩肺, 蜂巣肺
· [bookmark: _GoBack]hyperlucent 透過性亢進, 透亮性亢進：「透過性」「透亮性」はほぼ同程度に使用されている。
· hypostatic pneumonia 沈下性肺炎
· mucocele 粘液瘤：bronchial mucocele は気管支が拡張して粘液が貯留しているが嚢腫とはいえない。したがって「粘液瘤」が適切である。
· mucoid impaction粘液塞栓：impactionは「すし詰め」という意味である。
· opacity 混濁影, 白濁影：レントゲン所見に限定すれば「白濁」である。
· pneumatocele 気瘤：現在では原語のまま「ニューマトセレ」を用いることが多いが, 日本語訳では「気瘤」とする。
· primary ciliary dyskinesia 原発性線毛運動異常，原発性線毛機能異常
· prued tree sign 剪定徴候
· pulmonary edema 肺水腫：「肺浮腫」が用いられることもあるが，現在は「肺水腫」が一般的である。
· shallow breathing / respiration いずれも浅呼吸
· small airway disease　末梢気道疾患
· spasmodic croup ：痙性クループ
· web　翼状膜
· wet lung 湿潤肺
